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高齢者スポーツにおける救護体制の構築と 
ファーストレスポンダー人材育成について

坂梨 秀地，樋口 敏宏，植田 広樹

保健医療学部救急救命学科

はじめに
本学が位置する南丹市では，65歳以上の高齢化率が年々増加しており，健康寿命対策の必要性から，ブ
ランディング事業として「健康寿命を目指した大学主導による総合型健康・スポーツクラブ構想」を掲げた．
したがって，運動・スポーツを行う環境を提供するには，安心・安全に行うためのサポート体制の構築が必
要であり，高齢者スポーツに起きやすい事故・ケガなどを把握し，それに対しての方策と，サポートする関
係者の人材育成プログラムが必要である．

目　的
高齢者スポーツにおける救護体制の在りかたと，「ファーストレスポンダー」の人材育成のための教育プ
ログラムを構築することを本研究の目的とする．

方　法
研究 1：高齢者スポーツにおける救急搬送事例および心停止症例の検討
2015年の救急搬送データおよび 2010～2014年院外心停止データを用いて，高齢者スポーツに起きやすい
疾病・ケガおよび心停止について検討した．
研究 2：救護体制の在りかたと，ファーストレスポンダー育成プログラムの検討
研究 1結果および先行研究から，本学と連携可能な救護体制の在りかたを考案し，そのための人材育成プ
ログラムを提案する．

結　果
1年間の救急搬送データより，事故種別「運動競技」で搬送された件数は 35,010件であり，そのうち 65
歳以上の救急搬送された件数は 1,174件（3.3％）であった．発生場所でみると公衆の場 997件（84.9％）が
最も多く，そのうち公的運動施設（58.5％），学校施設（11.8％）での発生が高かった．傷病名では打撲血腫
（30.4％），次いで骨折（24.5％）であった．5年間でのスポーツ中の高齢者の目撃あり心原性心停止症例では，
61症例あり，非運動時の心停止症例に比べ社会復帰率が 74.1％（OR＝4.8）と有意に高かった．

まとめ
高齢者スポーツにおいて救急搬送されるものとして学校や公的運動施設での搬送が多く，打撲血腫，骨折
が傷病名として多かった．また心停止例では，非運動時よりも社会復帰率が高くその要因として，胸骨圧迫
と AEDが実施されていたことが考えられる．したがって，高齢者スポーツの現場には，打撲や骨折等に対
応でき，かつ速やかに AEDを使用した心肺蘇生法が実施できる体制が必要である．近年では，多数のスポー
ツ現場の心停止の報告があり，非スポーツ中に比べ 17倍高まると言われている．そこで AEDを持って自
転車で巡回する「モバイル AED隊」を導入し，スポーツ中の心停止における救命率が上がった報告もある．
また，スポーツ競技団体や施設等に対しての調査では，AEDは設置しているが細かい配置までは決めてお
らず，ケガや熱中症，脳震盪において教育を受けている団体は少なく，スポーツ現場における医療的教育の
必要性が言われている．そのため，スポーツ現場においては，心停止をはじめその他ケガや骨折に対応でき
るための救護体制および，それらに対応する「ファーストレスポンダー」の育成が必要である．

本研究の結果から，高齢者スポーツにおける救護体制の在りかたと，教育プログラムについて提案する．
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【救護体制の在りかた】
・3分以内に電気ショック可能な場所に AEDの配置
・打撲や骨折，熱中症や内科的疾患に対応できる資器材および搬送資器材の配置
・本学の医療学生の活用

【教育プログラム】


